
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

令和７年度中に策定する基本設計に基づき、実施設計を策定する。実施設計の策定にあたっては、清田区や中央図書館をはじめとした関係部
署と密な連携を図りながら進めて行く。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

計画どおりに事業を進めている。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

基本計画の検討 基本計画の策定 基本計画の策定 基本設計の策定 実施設計の策定 建設工事

人工

指標

アウトプット
活動指標1

清田区民センターの整備 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

1.1 人工

令和7年度予算額 234,000 千円 うち特定財源 212,000 千円 正規職員業務量 1.6

正規職員業務量 1.1 人工

令和6年度決算額 23,205 千円 うち特定財源 14,000 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.5 人工

令和6年度予算額 34,000 千円 うち特定財源 20,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

清田区民センターを移転・整備することにより、地域のにぎわい交流づくりや利便性を向上した上で、地域交流拠点清田の機能
を向上したい。
また、清田区総合庁舎後背斜面地について、災害時においても安全な状態を維持したい。

他都市の状況

市民参加の実施

令和5年度決算額 23,683 千円 うち特定財源 0

施策名 「地域交流拠点」では、商業・サービス機能や行政機能など多様な

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

　現清田区民センターは、１０区の中で唯一、区役所と離れており、交通利便性等に課題がある。
　また、第２次札幌市都市計画マスタープランにおいて、地域交流拠点清田を先行して取組を進める拠点とし、拠点機能向上の
ために効果的な取組を展開することとしている。
　このような状況を踏まえ、令和２年度より、区民センター移転を含めた地域交流拠点清田のまちづくりを検討している。
　さらに、清田区総合庁舎後背の斜面地が、令和４年２月に土砂災害特別警戒区域等に指定されたことを踏まえ、区災害対策
本部機能維持等の観点から、防災対策を検討する必要がある。

事業内容
（何を実施し）

①新清田区民センター整備基本計画の策定
　区民等を対象としたワークショップや、事業手法に係る事業者ヒアリングなどを実施し、令和６年度末に新清田区民センター整
備基本計画を策定した。
②事業手法の決定
　ＰＰＰ／ＰＦＩ導入可能性調査を経て、本事業は従来手法（公設＋公営（図書館）及び指定管理者制度（区民センター））で進め
ることとし、スケジュールの見直しを行った。
③清田区総合庁舎後背斜面地における防災対策の検討
　現地調査の結果、斜面地の対策が必要となったことから、令和６年度は実施設計を行い、自然地山補強工（ノンフレーム工
法）にて工事を行うこととした。工事は令和７年度に実施。
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